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9/15
 

14：00
月・祝

紀尾井ホール室内管弦楽団
第144回定期演奏会
会場：東京オペラシティコンサートホール

9/16
 

19：00
火

紀尾井ホール室内管弦楽団
第144回定期演奏会 大阪公演
会場：住友生命いずみホール

　コルンゴルト《左手のた
めのピアノ協奏曲 嬰ハ
調》を、阪哲朗氏指揮のもと、紀尾井ホー
ル室内管弦楽団の皆様と演奏できること
をとても楽しみにしています。ラヴェルに左
手のための協奏曲の作曲を依頼したこと
で知られる、ウィーン生まれの左手のピア
ニスト、パウル・ヴィトゲンシュタインの委嘱
によって作曲された本作品は、コルンゴル
トが遺した唯一のピアノ協奏曲です。10代
になる前から神童として活躍し、リヒャル
ト・シュトラウス、プッチーニ、マーラーらの
巨匠たちから称賛されていたコルンゴルト
は、本協奏曲を作曲した20代半ばには既
に歌劇《死の都》の大成功によって偉大な
オペラ作曲家の1人と目されていました。物
語を想像させるようなロマンティックで美し
い旋律に満ちたこの作品をお楽しみいた
だけましたら嬉しいです。

［出演］ 阪哲朗（指揮）、阪田知樹（ピアノ）
 三宅理恵（ソプラノ I）、山下裕賀（ソプラノ II）
 ［9/15］TOKYO FM 少年合唱団
 ［9/16］大阪すみよし少年少女合唱団（合唱）
 紀尾井ホール室内管弦楽団

［曲目］ ヴェーバー ： 歌劇《オベロン》序曲
 コルンゴルト ： 左手のためのピアノ協奏曲嬰ハ調
 メンデルスゾーン ： 劇付随音楽《夏の夜の夢》

© Ayustet

阪田知樹さんより
メッセージ
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日本製鉄文化財団 和歌山公演
紀尾井午後の音楽会
会場：和歌山城ホール 小ホール

10/25
 

14：00
土

フェニーチェ堺×日本製鉄紀尾井ホール
Japan Classic
～三味線ゆかりの地、堺できく和楽器と西洋楽器の融合～
会場：フェニーチェ堺（堺市民芸術文化ホール） 小ホール

10/26
 

14：00
日

［出演］ 菊央雄司（三絃）、菊重絃生（箏）、竹本小住太夫（浄瑠璃）
 鶴澤寛太郎（三味線）、澤和樹（ヴァイオリン）、蓼沼恵美子（ピアノ）
［曲目］ 地歌「八島」、三味線組歌「堺」、義太夫節「鎌倉三代記 三浦之助母別れの段」
 幸田延「ヴァイオリンソナタ No.1 変ホ長調」、貴志康一「竹取物語」
 宮城道雄「春の海」
 野平一郎 新作委嘱「もつれ／くくり～太棹三味線とヴァイオリンによる（仮）」
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フォトレポート

3.24（月）　紀尾井たっぷり名曲9 義太夫「絵本太功記 尼ヶ崎の段」 豊竹呂勢太夫×鶴澤燕三

© 堀田力丸

4.4（金）　三菱地所 presents 紀尾井 明日への扉 第43回 河野 星（ファゴット）

© 逢坂聡

4.10（木）　邦楽 明日への扉 第7回 杵屋長寿郎・柏要二郎（長唄）

© 堀田力丸

© 堀田力丸

協賛：三菱地所株式会社

協力：森永製菓株式会社

主に歌舞伎の舞台で活躍する二人。普段、客席からは
見えない黒御簾の内側の様子を舞台上で再現したり、
幕前で大薩摩を披露したりと、トークも交えて歌舞伎音
楽・長唄の魅力をたっぷりと紹介してくれました。

協賛：住友商事株式会社  三井物産株式会社  三菱商事株式会社
特別協賛：三井不動産株式会社

アンケートより

（文楽）本公演ではなかな
か組まれない二人の素浄
瑠璃が聴けて、力の入った
演奏に感動しました。いつも
人形に目がいってしまうので
気がつかなかった床の魅力
を知ることができてよかった
です。

今回がデビュー・リサイタル
となりました。ファゴットは、
オーケストラではどうしても
低音で支えるというイメー
ジがありますが、ソロ楽器と
しても多彩な表情を見せ、
心を温かくしてくれる優しい
音色を聴かせてくれました。

4.18（金）／19（土）　紀尾井ホール室内管弦楽団
第142回定期演奏会

アンケートより

ベルクの「7つの初期の歌」
で、スヴェトリーナ・ストヤノ
ヴァさんの声を聴いて驚い
た。響きの豊かさ、メゾとは
思えない声域の広さ、聴い
たことのない素晴らしい歌
い手で、絶品だった。そして、
休憩後のシューマン、公開リ
ハーサルを聴いた時の期待
を裏切らない演奏だった。

サッシャ・ゲッツェル
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楽器編 2

　カッターや十数種類のカンナを使い分けての「削り」、大きなコテでの「焼き」といったダイナミック
な作業の一方、音の反響のために甲羅の裏にノミで施す細工「綾杉模様」や「すだれ目」、絃を支え
る「枕角」、龍尾の装飾「柏葉」、「猫足」などの製作は、手先の器用さと根気が求められる繊細な作
業です。これら一連の作業をマスターするには約10年かかるといいます。
　「箏は工芸品だけど楽器。鳴ってこそ箏だからな、と父がよく言っていました」
　工芸品としての美しさと、楽器としての機能を併せ持つのが箏なのです。

　箏は龍甲と絃の間に柱を立
てて、それを移動させて音高を
変えますが、琴は柱を立てずに
左手で絃を押さえて音高を変
化させます。一般的な箏の絃数
は13本、低音楽器の十七絃は
17本で通常の絃より太いです。
　琴には一絃琴、二絃琴、七絃
琴などがあります。

箏と琴はちがう楽器
りゅうこう

じゅうしちげん

いちげんきん にげんきん しちげん

じ

●  箏は一面、二面と数えます。
  各名称は龍になぞらえて付けられています。
●  絃は小売店が張ります。

まくらづの りゅうび かしわば ねこあし

1

工芸品であり楽器5

きん

あやすぎ
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箏の製作を一貫して手作業で
行う数少ない箏職人のひとり。

埼玉県春日部市

春野屋
箏師 川田浩和

　木目が詰まり、硬い材質の箏が
よく響くとされています。ただ、硬い
材質の箏を響かせるには、強い力
で弾く必要があります。そこで演奏
者の年齢や力量など自分に合った
ものを選ぶことが重要です。
　また巾柱（一番手前の柱）部分
の木目が横に流れていると、巾柱を
動かす際にひっかかりやすいので、
できるだけ木目が縦に流れている
ものを選ぶとよいとのことです。

きんじ

あらこう

箏の選び方3

　一般的な箏の大きさは長さ約180cm、幅約
25cm、重さ約6kg。本体（甲羅）の素材は桐で、そ
の他の飾り部分は主に紅木や紫檀が使われます。
　桐は、寒暖の差が大きい会津地方、特に標高が
高く水はけが良い山地の斜面で育ったものが最適
とされています。会津桐は、年輪幅が小さく等間隔
に現れる木目が鮮明で、硬く粘りがあるといわれ、
樹齢40年以上の木が好まれて製作されます。
　伐採された丸太を野ざらしにして約1年間雨風
にあてたのち、荒甲といわれる箏1面分の材料にな
るように製材してさらに雨風にさらし、天日で乾燥
させます。ねじれや、割れを防ぐためです。

こうら

こうき した ん

会津桐が最高！2

あらこう

　春野屋では桐材店より荒甲を買い付
けて箏に仕上げていきます。荒甲の買い
付けでは、削り作業後の木目の出方を想
像し、木の硬さなどを吟味する目が求め
られます。
　音色を左右するのは甲羅の裏側の削
りです。削り加減は均一ではなく部位に
よって異なり、甲羅の厚さを調整します。
この削り加減は桐の材質によっても異な
り、箏職人の経験と技術がもっとも必要
とされます。甲羅の表側のソリ具合も重要
で、ともに職人の特徴が出るところです。
　甲羅の裏側に裏板を接着剤で圧着
します。その後、大きな焼きコテで表面
全体を焼き、磨きます。この「焼き」作業
によって音が響くようになります。

「削り」が音色を決める！4
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〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号
TEL. 03-5276-4500（代表）　FAX. 03-5276-4527
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公益財団法人 日本製鉄文化財団
にっぽんせいてつ

6月に入り、ホール沿いの土手も紫陽花が綺麗な色をつけ
ています。シェイクスピアの戯曲『夏の夜の夢』、この「夏」は
「夏至」を指しますが、日本の二十四節気「夏至」は夏至日
（6/21ごろ）～小暑（7/7ごろ）までの約15日間。梅雨のジメ
ジメも紫陽花を見ながら爽やかに過ごしたいものです。

編 集 後 記

日本製鉄文化財団の公益事業にご支援いただいている企業および個人の方々です

紀尾井サポートシステム会員 ( 五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略 )
《特別協賛会員》 住友商事／日鉄ソリューションズ／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所
《みやび会員》 伊藤忠商事／大島造船所／大林組／鹿島建設／商船三井／菅原／住友商事／日本郵船／丸紅／三井住友銀行／
三井住友信託銀行／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所／メタルワン ほか匿名２社
《ひびき会員》 オカムラ／高砂熱学工業／竹中工務店／東京きらぼしフィナンシャルグループ／みずほ証券／山下設計
《みどり会員》 青鬼運送／赤坂維新號／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／荏原冷熱システム／ザ・キャピトルホテル 東急／
三協／清水建設／上智大学／大成建設／千代田商事／テェイスト･ライフ／東京ガーデンテラス紀尾井町／東芝ライテック／
永田音響設計／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／ヤマハサウンドシステム／ワークショップ２１
《あおい会員》 青木陽介／浅沼雄二／淺見 恵／石崎智代／石田昌也／磯部治生／伊藤眞理子／上野真志／馬屋原貴行／
江幡 淳／大内裕子／大垣尚司／大久保なほ子／太田清史／大花謙一／小川 保／小倉 ヒロ・ミヒャエル／角田実内愛／
糟谷敏秀／片山國正／片山能輔／加藤巻恵／加藤優一／金井俊樹／神川典久／川口祥代／菊池恒雄／木谷 昭／楠野貞夫／
栗山信子／河野紗妃／小坂部惠子／小林雅紀／斎藤公善／坂詰貴司／坂根和子／佐久間庸行／佐野千紘／佐部いく子／
柴田雅美／清水 正／清水多美子／清水康子／白土英明／新角卓也／鈴木順一／鈴木 幸／鈴木 亮／高下謹壱／高杉哲夫／
田中 進／陳 艶君／田頭亜里／中尾武彦／中塚一雄／中西達郎／中野洋子／中村健司／中村昌子／中山昌樹／原田清朗／
藤村行俊／北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／松枝 力／松尾芳樹／真野美千代／丸井正樹／水口美輝／簑輪永世／
宮島正次／宮田宜子／宮武悦子／宮原 薫／宮本信幸／ミューズ Ｍ／村上喜代次／村上敏子／持留宗一郎／茂手木優輝／
八木一夫／八木晶子／矢田部靖子／山内寿実／山口 彰／山口 聡／横手 聡／吉田季光／渡邊一夫／渡辺由香里
ほか匿名46名　計247口 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　　　　　(2025年6月1日現在)

特別支援会員 （五十音順・｢株式会社｣等表記略）
アステック入江／五十鈴／NSユナイテッド海運／NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース／エヌテック／王子製鉄／大阪製鐵／
九築工業／草野産業／黒崎播磨／合同製鐵／鴻池運輸／小松シヤリング／山九／産業振興／三晃金属工業／サンユウ／
三洋海運／山陽特殊製鋼／ジオスター／新日本電工／スガテック／大同特殊鋼／大和製罐／高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／
テツゲン／電機資材／東海鋼材工業／東邦シートフレーム／トピー工業／日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／日鉄エンジニアリング／
日鉄片倉鋼管／日鉄環境／日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄建材／日鉄鉱業／日鉄工材／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／
日鉄スチール／日鉄ステンレス鋼管／日鉄精圧品／日鉄精密加工／日鉄ソリューションズ／日鉄テクノロジー／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄物産／日鉄物流／日鉄プロセッシング／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／日鉄溶接工業／
日鉄レールウェイテクノス／日本金属／日本触媒／濱田重工／富士鉄鋼センター／不動テトラ／幕張テクノガーデン／三島光産／
宮崎精鋼／吉川工業／ワコースチール
日本製鉄    　　　　                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （2025年6月1日現在）

休館中のお問合せ先について
2025年8月1日～2026年12月末まで（予定）、当館
は休館しますが、休館中も変わらずお電話での
お問合せは 03-5276-4500（代表）で承ります。

主催公演の最新情報や
チケットのご予約はウェブサイトで
https://kioihall.jp


